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　農業環境技術研究所は、平成25年度より若手研究員を対象とした農家研修をおこなっています。この研修は、これからを担う

若手研究員が、意欲的な経営をおこなう農家で1週間ほど宿泊しながら農業を体験することで、農業と農業環境研究について、

また、自身のキャリアについて考える機会とします。NPO法人「田舎のヒロインズ」にご協力をいただき、2年間で29人が研修を

受けました。ここでは、3名の研究員の体験や成果を紹介します。

（企画戦略室）

大気環境研究領域　小野 圭介 主任研究員
　（H25年度研修　長野県果樹農家）

仕事内容： イネ収穫、モモ収穫・出荷準備、リンゴの葉摘みなど

驚いたこと： 普段は水田を対象に研究しているので、果樹園で聞くこと見ること体験すること、

すべてが新鮮で驚きの連続でした。作業の一つ一つに、お世話になった方々の人生観が色濃

く反映されていたことも大変印象に残っています。

研修の成果： よい研究をおこなうためには、生産者の視点は不可欠です。今回の研修によって、

その具体的な視点を増やすことができました。難題に直面したとき、お世話になった生産者の

方々ならこの問いにどのように答えるだろうかと仮想的に問答しています。

生物多様性研究領域　大久保 悟 主任研究員
　（H26年度研修　福井県酪農家）

仕事内容： 採卵鶏の管理、果樹園の草刈りなど

驚いたこと： 生産から加工・販売まで、家族経営の中でできるさまざまなことを実践されている

ことに驚きました。

読者に伝えたいこと： 常日頃感じていたのは、仕事で訪れるインドネシアなどの農村と比較し

て、生きる力の圧倒的に低下した日本人の危うさです。私の一つ前の世代は子供の時に農作

業の体験がある方も多く、家庭菜園する技術はお持ちかと思います。一方、自分や自分の子供

達が自給自足の生活をする力があるかと言われると、自信がないのが正直なところです。今回

の研修を通じて、改めて自分の生きる力の低さを認識するとともに、親として子供達に生きる

力を与えられなければならないと学びました。

生態系計測研究領域　岩崎 亘典 主任研究員
　（H26年度研修　熊本県水稲農家）

仕事内容： 水田の除草や管理など

研修の成果： 受け入れていただいた大津さんご夫妻は、年齢や専門分野が近いために、色々

とお話ができました。地域の問題を考える上で地図データが欲しいということで、ユーザー参

加型で地図を作成する「OpenStreetMap」を紹介したところ、興味を持ってくださいました。地

域作りに自分の研究が貢献する方法がわかり、とても参考になりました。

若手研究員が農家で研修
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　3月17日、秋葉原コンベンションホール（東京都千代田

区）において、農業環境技術研究所公開セミナー「農業生産

を支える土の中の小さな生物」を開催しました。

　環境にやさしい低投入・持続的農業生産への関心が高ま

っているなか、この公開セミナーでは、さまざまな生物が持

つ有用な機能を農薬や肥料の代替物として活用することで、

減化学農薬・減化学肥料に役立てるための先進的な研究を

行っている研究者を招いて講演をいただきました。また、土

壌に生息する小動物や微生物の機能や多様性を明らかに

する研究、土壌生物の機能を持続的な農業に生かすための

基礎研究など、農業環境技術研究所で得られた研究成果を

紹介しました。

　セミナーには、さまざまな民間企業やNPOなどの団体関

係者の方々、および多くの農家の方々を含む一般市民の

方々に参加いただき、農業と農業にかかわる微生物・小動

物に対する関心の高さが伺われました。

（生物生態機能研究領域長　藤井　毅）

公開セミナー
農業生産を支える土の中の小さな生物

　昨年6月の独立行政法人通則法改正により評価制度が変

更されたことから、3月13日に当所大会議室において開催し

た評価委員会では、例年通りの平成26年度の業務実績に

加え、平成27年度の「見込み」を含む第３期中長期目標期

間（5年間）の業務実績が評価の対象となりました。評価委

員からは、特に第３期全体の業務実績に意見が寄せられ、

カドミウムや放射性セシウムへの対応に関する研究成果に

高い評価をいただくとともに、研究所の総合力を発揮して、

研究成果のPRに務め、より一層研究成果が社会還元される

ことに期待が寄せられました。また、コスト意識の醸成など、

業務運営についても言及がありました。委員会終了後、各評

価委員による採点・コメントを集約し、評価結果として取りま

とめることとしました。

（企画戦略室長　西田 智子）

平成26年度　農業環境技術研究所評価委員会
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　評価委員会は、農環研の業務運営に対する自己評価の客

観性を高める観点から、外部専門家・有識者の方々に業務

運営全般に対する評価をお願いしているものです。今年度

は、以下の方々に評価委員をお願いしました（所属・役職名

は評価委員会当日のもの）。

　［評価委員］大木美智子（一般財団法人消費科学センター

代表理事）、大沼あゆみ（慶應義塾大学経済学部教授）、北 

宜裕（神奈川県農業技術センター所長）、古在豊樹（千葉大

学名誉教授、委員長）、三枝正彦（豊橋技術科学大学先端農

業・バイオリサーチセンター特任教授）、佐々木みさ子（宮城

県生活研究グループ連絡協議会会長、JAみどりの理事）、森

田満樹（ライター、消費生活コンサルタント）


